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1．問題

　2014 年，わが国は国際連合の「障害者の権利の条約」
を批准した．同条約の第二条では「意思疎通」につい
て「言語，文字表記，点字，触覚を使った意思疎通，
拡大文字，利用可能なマルチメディア並びに筆記，聴
覚，平易な言葉及び朗読者による意思疎通の形態，手
段及び様式並びに補助的及び代替的な意思疎通の形
態，手段及び様式（利用可能な情報通信技術を含む．）
をいう」と定義されている（外務省，2014）．
　この「補助的及び代替的な意思疎通の形態，手段及
び様式」とは，障害のため音声言語でコミュニケーショ
ンできない人々に用いられる AAC（Augmentative and 
Alternative Communication）のことで，わが国では「拡
大代替コミュニケーション 」と訳される．中邑（1991）
は AAC を「重度の表出障害を持つ人々の機能・形態
障害（impairment）や能力障害（disability）を保障す
る臨床活動」と解説し，「個人のすべてのコミュニケー
ション能力を活用する」方法であると述べている．重
度・重複障害教育において，この AAC の知識・技能
は重要である．特別支援教育では，「個々の幼児児童
生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の

困難を主体的に改善・克服しようとする取組を促す教
育活動」として自立活動が設定される．自立活動の内
容は，「人間としての基本的な行動を遂行するために
必要な要素と，障害による学習上又は生活上の困難を
改善・克服するために必要な要素」で構成され，それ
代表的な要素である 26 項目を「健康の保持」，「心理
的な安定」，「人間関係の形成」，「環境の把握」，「身体
の動き」及び「コミュニケーション」の六つの区分に
分類・整理されている（文部科学省，2009）．「コミュ
ニケーションの基礎的能力に関すること」では，「幼
児児童生徒の障害の種類や程度，興味・関心等に応じ
て，表情や身振り，各種の機器などを用いて意思のや
りとりが行えるようにするなど，コミュニケーション
に必要な基礎的な能力を身に付けること」と述べられ
ている．これが，前述の「補助的及び代替的な意思疎
通の形態，手段及び様式」「AAC」に相当する．
　安藤（1991）は AAC を「その精神においては福祉に，
その技法においては教育，工学などのさまざまな分野
に依存する活動である」と述べた．「障害のある人の
ための工学的な支援」はアシスティブ・テクノロジー

（Assistive Technology：AT）と呼ばれる．米国連邦法
IDEA：the Individuals with Disabilities Education Act of 
1990）ではATについてDevices （機器）とServices（サー
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ビス）の両面からなるものと定義し，IEP（Individualized 
Education Program：個別教育計画）策定会議の際，考
慮（consider）が必要と規定されている．しかし，わ
が国においてはこういった使用計画策定等に関する法
的規定はなく，学校現場に任されているのが現状であ
る．
　障害が重く，手足を自由に動かすことができない子
どもの身体の僅かな動きを，工学的手法を使用して拡
大して表出させることは重要である．進（1995）は
重度・重複障害児の指導方法である発達援助技法につ
いて，姿勢を軸とした「行動目標，優位な認知領域，
教材，援助技法，下位の行動目標，留意事項」を設定
し，その教材として様々な入力装置を整理している．
　わが国の教育の情報化政策について述べられた最新
の資料である「教育の情報化に関する手引」（文部科
学省，2010）では，障害に応じた ICT 活用があげら
れている．重複障害等のある児童生徒に対しては，

「様々なアシスティブ・テクノロジーを活用して他者
とのやり取りをする中で，わずかな表現を大きくした
り，別の表現方法に置き換えたりすることで，表現す
る力を高めることができる」と述べられている．
　このように，AAC と AT は学校教育現場でも重視
されるようになった．大杉（2011）による熊本県の訪
問教育における ICT 活用調査は，様々なスイッチや
パソコン等によるアシスティブ・テクノロジー機器や
教材が使用され，専門性の高い実践が行われていると
報告している．
　近年，障害種にとらわれない学校制度（特別支援学
校）への移行とともに，特別支援学校の重複障害学級
は増加傾向にあり（文部科学省，2014），障害の重い
児童生徒の教育課程が置かれる学校も増えている．全
国の多様な特別支援学校に在籍する障害の極めて重い
児童生徒の ICT 活用の現状はどうであろうか．
　本研究は，わが国の特別支援学校の障害の極めて重
い児童生徒の教育課程等（重度・重複障害教育課程，
訪問教育課程）を有する学校に対して悉皆調査を行い，
その ICT 活用の現状と課題を明らかにするものであ
る．

2．調査方法

1）対象
　日本国内の国公私立の特別支援学校（視覚障害者お
よび聴覚障害者の教育課程のみを設置している特別支
援学校を除く）888 校に対して「知的障害のある児童
生徒の ICT・コンピュータ利用」について質問した．
質問紙は，小学部・中学部・高等部それぞれの ICT

活用・コンピュータ利用教育担当者と，重度・重複障
害または訪問教育課程の ICT 活用・コンピュータ利
用教育担当者用に四種類作成し，それぞれに回答を依
頼した．
　本研究はこのうち重度・重複障害または訪問教育課
程の ICT 活用・コンピュータ利用教育担当者に対し
て実施した，「重度・重複障害のある児童生徒，その
中でほとんど身体を動かすことができない重度・重複
障害のある児童生徒（大島分類 1 に該当：「寝たきり」

「IQ20 以下」）の ICT 活用・コンピュータ利用」調査
について述べたものである．

2）調査票の構成
　梅谷ら（2002）による全国特別支援学校の ICT 調
査の質問項目および大杉成喜（2011）熊本県の訪問教
育の質問項目を元に作成した．

3）手続き
　郵送による．調査期間は 2013 年 1 月から 3 月とし
たが，年度を越えての返送もあり，それらを含めて集
計した．

3．結果

1）回答率
　425 校から回答を得た．総回答率は 423 ／ 888 校で
47.9％であった．
　特別支援学校は，小学部・中学部・高等部設置校，
小学部単独設置校，小学部・中学部のみ設置校，中学
部・高等部のみ設置校，高等部単独設置校等と様々で，
障害種別の教育課程も多様である．重度・重複障害教
育課程や訪問教育課程を有している学校のうち「ほと
んど身体を動かすことができない重度・重複障害のあ
る児童生徒（大島分類 1 に該当）」の在籍する学校数
は明確ではない．
　本研究の「重度・重複障害または訪問教育課程の
ICT 活用・コンピュータ利用」の調査紙に回答があっ
たのは 375 校で，このうち「重度・重複障害または
訪問教育課程を設定している（b. c. d. e）」を選択し，「ほ
とんど身体を動かすことができない重度・重複障害の
ある児童生徒（大島分類 1 に該当）」が在籍すると回
答したのは 276 校であった．
　同時期になされた国立特別支援教育総合研究所の調
査（2012 年実施）では，全国の特別支援学校（肢体
不自由）316 校の回答は 231 校で，回収率 73％と報
告されている（長沼ら，2014）．野崎・川住（2011）
は肢体不自由および病弱を対象領域として設定してい
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る特別支援学校 373 校に調査を依頼，224 校からの回
答（60.1%）を得ている．またこのうち「超重症児が
在籍している」と回答した学校は 145 校と報告して
いる．
　本調査の有効回答数 276 校はこれらの調査と比較
して妥当性のあるものと考えられる．

2）結果
①　重度・重複障害のある児童生徒の教育課程の有無
　重度・重複障害のある児童生徒の教育課程の設定に
ついて Table 1. に示す．1 校のみ重度・重複障害教育
課程を設定していないが，在籍はあると回答している．

Table 1．重度・重複障害教育課程の有無
（N=276）

回答数 割合
通学部，訪問教育部ともに重度・重複障害
教育課程を設定している 183 66.3%

通学部には重度・重複障害教育課程を設定
しているが，訪問教育は実施していない 64 23.2%

訪問教育部には重度・重複障害教育課程を
設定していているが，通学部には設定して
いない

15 5.4%

重度・重複障害教育課程を設定していない
（在籍はある） 1 0.4%

その他 11 4.0%

②　ICT・コンピュータ等を利用した教育の有無
　ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障
害のある児童生徒への ICT・コンピュータ等を利用し
た教育の有無について Table 2. に示す．

Table 2．重度・重複障害児への ICT・コンピュータ利用
（N=276）

はい：ICT・コンピュータ利用教育あり 198 71.7%
いいえ：ICT・コンピュータ利用教育なし 76 27.5%
無回答 2 0.7%

③　ICT・コンピュータ等の利用実践の規模
　②で「はい」と答えた 198 校の回答から，ICT・コ
ンピュータ等の利用に関する実践（教材研究や授業）
の規模について Table 3. に示す．

④　ICT・コンピュータ等の利用を行う理由
　重度・重複障害のある児童生徒に対して ICT・コン
ピュータ等の利用を行っている主な理由について
Table 4. に示す．

⑤　ICT 機器等の操作に用いる際に使用する身体部位
   ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障

害のある児童生徒が ICT 機器等の操作に用いる際に
使用する身体部位等ついて Table5. に示す．

Table 3．ICT・コンピュータ等の利用実践の規模
（N=198）

回答数 割合
個人ベースで実施 121 61.1%
研究部／情報教育部などの校務分掌があ
り，そこが中心になって実施 42 21.2%

課程・訪問教育部等での実施をベースと
して実施（校内全体ではなく重複障害教
育課程・訪問教育部等の主導で実施）

37 18.7%

有志のグループで実施 17 8.6%
その他 5 2.5%

※重複回答あり

Table 4．ICT・コンピュータ等の利用を行う理由
（N=198）

回答数 割合
ICT やコンピュータ等を使った児童生徒
への学習効果が高いから 168 84.8%

ICT 活用・コンピュータ利用教育の必要
性を感じているから 90 45.5%

保護者から「ICT 活用・コンピュータ利
用教育」の要望があるから 32 16.2%

整備計画によりコンピュータ等が配備され
ているから 29 14.6%

教育課程にコンピュータを利用した学習の
授業が設けられているから 6 3.0%

その他 19 9.6%
※重複回答あり

Table 5．ICT 機器等の操作に用いる際に使用する身体部位
（N=198）

回答数 割合
自分の意志で手を使って 145 73.2%
自分の意志で指を使って 144 72.7%
自分の意志で足を使って 38 19.2%
自分の意志で口を使って 22 11.1%
自分の意志で頭を使って 20 10.1%
自分の意志で操作できる部位がない／わか
らない 15 7.6%

自分の意志で視線を使って 10 5.1%
自分の意志でまぶたを使って 9 4.5%
自分の意志で背中を使って 5 2.5%
自分の意志で舌を使って 5 2.5%
自分の意志で脳波を使って 2 1.0%
自分の意志で脳血流を使って 0 0%
その他 17 8.6%

※重複回答あり
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⑥　ICT 機器・コンピュータ等の操作に用いる方法
　ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障
害のある児童生徒が ICT 機器・コンピュータ等の操
作に用いる方法について Table6. に示す．「その他」が
46（23.2%）と多いが，このうちタブレット PC 等のタッ
チパネルの操作が 26（13.1%）で，そのほか傾斜セン
サースイッチ，枕スイッチ（頭による操作），呼気スイッ
チなどの使用があげられた．また，提示用にのみ使用
し，児童生徒は操作を行っていないという回答が 9

（4.5%）あった．

Table 6．ICT 機器・コンピュータ等の操作に用いる方法
（N=198）

回答数 割合
１つのスイッチを使用 120 60.6%
手や指を使ってジョイスティック等を動か
して選択・操作 40 20.2%

手や指を使ってマウスを思った通りに少し
ずつ動かして画面を選択 34 17.2%

２つのスイッチを使用して選択 30 15.2%
１スイッチを使用してスキャニングにより
選択 27 13.6%

指を別々に動かしてキーボード等を使用 21 10.6%
口を使ってマウスを思った通りに少しずつ
動かして画面を選択 8 4.0%

足を使ってジョイスティック等を動かして
選択・操作 6 3.0%

２スイッチを使用してスキャニングにより
選択 5 2.5%

３つのスイッチを使用して選択 3 1.5%
足を使ってマウスを思った通りに少しずつ
動かして画面を選択 2 1.0%

３スイッチを使用してスキャニングにより
選択 0 0%

その他 46 23.2%
※重複回答あり

⑦　児童生徒の ICT・コンピュータ操作方法
　ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障
害のある児童生徒が ICT・コンピュータ等を使った学
習を行う際，操作する方法について Table7. に示す．
　「その他」19（9.6%）については，「教師の操作」
が 6（3.0%）あった．この他，ゲームパッド，外付け
テンキー，VOCA スイッチ，らくらくマウス（ボタ
ンマウス），呼気スイッチ，自作スイッチがあげられた．

⑧　教材ソフトウェアの不満点
　重度・重複障害のある児童生徒が使用している教材
ソフトウェアで不満な点について Table8. に示す．

⑨　ICT・コンピュータ利用教育を行っていない理由
　②で「いいえ」と答えた学校について尋ねた．ほと

んど身体を動かすことができない重度・重複障害のあ
る児童生徒への ICT・コンピュータ等を利用した教育
を行っていない主な理由について Table 9. に示す．

Table 7．児童生徒の ICT・コンピュータ操作方法
（N=198）

回答数 割合
タッチパネル （iPad 等タブレット PC の
タッチパネル機能を含む） 113 57.1%

ビッグスイッチ 106 53.5%
フレキシブルスイッチ（全方向スイッチ） 65 32.8%
引っ張りスイッチ（ひもスイッチ） 59 29.8%
ジェリービーンスイッチ 57 28.8%
マウス 48 24.2%
握りスイッチ（グラスプスイッチ） 37 18.7%
ピエゾセンサースイッチ （ひずみセンサ） 25 12.5%
ポイントタッチスイッチ（静電気スイッチ） 21 10.6%
トラックボール 20 10.1%
キーボード 18 9.1%
ニューマティックセンサースイッチ （空圧） 15 7.6%
スライドスイッチ 10 5.1%
傾斜センサースイッチ 9 4.5%
トラックパット 8 4.0%
ファイバースイッチ（光ファイバスイッチ） 5 2.5%
振動フィードバックスイッチ 4 2.0%
枕スイッチ 3 1.5%
スプリント（装具） スイッチ 2 1.0%
その他 19 9.6%

※重複回答あり

Table 8．教材ソフトウェアの不満点
（N=198）

回答数 割合
ワンスイッチで使用できる教材ソフトウェ
アが少ない 92 46.5%

遅延時間や反応時間の設定等や誤操作への
対応が難しい 54 27.3%

教材ソフトウェアが難しすぎる・難しい傾
向がある 49 24.7%

使いたい学習内容に合った教材ソフトウェ
アがない 47 23.7%

選択肢の設定が難しい 42 21.2%
教材の提示方法が児童・生徒の実態に合っ
ていない 35 17.7%

使用できるシンボル等が児童・生徒の実態
に合っていない 21 10.6%

教材ソフトウェアが簡単すぎる・簡単な傾
向がある 6 3.0%

その他 27 13.6%
不満はない 20 10.1%
※重複回答あり
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　 「その他」の理由として「学習教材がない」「学習
指導に持ち出せるコンピュータ機器がない」「病院内
の衛生管理上使用できない」があげられた．また，

「ICT・PC の学習を必要とする状態の児童生徒がいな
い」という回答も見られた．

Table 9．ICT・コンピュータ利用教育を行っていない理由
（N=76）

回答数 割合
ICT・コンピュータ等をどのように使って
いけばよいかわからない 29 38.2%

ICT・コンピュータ等を使った学習指導の
必要性を感じていない 24 31.6%

ICT・コンピュータ等を学習指導に使える
教職員がいない 15 19.7%

ICT・コンピュータ等を使った学習教材を
作成する時間がない 11 14.5%

その他 21 27.6%
※重複回答あり

⑩　将来的な ICT・コンピュータ等の利用
　②で「いいえ」と答えた者について尋ねた．「将来
的に，ほとんど身体を動かすことができない重度・重
複障害のある児童生徒への ICT・コンピュータ等の利
用を行いたか」について Table 10. に示す．
　「わからない」と答えたもののうち，その理由とし
て「研修をしたり，実践例を見るなどの必要がある」「必
要と思われる児童生徒が入学したときに対応する」「子
どもの実態に応じて対応する」といった必要性があれ
ば行うという回答も見られた．

Table 10．将来的な ICT・コンピュータ利用
（N=76）

回答数 割合
行いたい 48 63.2%
行わない 3 3.9%
わからない 24 31.5%

⑪　ICT・コンピュータ等の利用教育の課題
　全ての回答者に尋ねた，ほとんど身体を動かすこと
ができない重度・重複障害のある児童生徒の ICT・コ
ンピュータ等を利用した教育について，課題と考えら
れることについて Table 11. に示す．
　「その他」として機器導入等における「予算の問題」，

「誤操作を何度くり返されても容易に壊れないハード
な機器」「病棟内で WiFi 等を使ったインターネット
環境を構築できるか」といった機器・設備・環境の問
題，「教師自身のスキル能力アップ」「ICT・コンピュー
タ利用に秀でた職員が重度重複障害のある児童生徒の
指導にあたっているわけではない」といった教員スキ

ルの問題が指摘された．
　予算上の問題については，「知的の支援学校におい
ては重度・重複障害児は少人数であり，教材備品とし
て確実に有効性があるかどうかはやってみなくては分
からない高価な機材を要望することは困難を感じる．
使ってみたいと思っても試す機会がない．」といった，
多様な障害種別に対応した特別支援学校の問題も指摘
された．

Table 11．ICT・コンピュータ利用教育の課題
（N=276）

回答数 割合
児童生徒がより使いやすいスイッチの選
定・調整 174 63.0%

児童生徒の適切な課題設定 155 56.2%
児童生徒の自発的な動きを引き出せる教
材・ソフトウェアの選定・調整 155 56.2%

児童生徒の適切な教材呈示方法の工夫 120 43.5%
単純なスイッチ操作からコミュニケーショ
ンに発展させる方法 117 42.4%

児童生徒の興味・関心の拡大 116 42.0%
児童生徒の体調の変化によるスイッチ入力
の調整 95 34.4%

児童生徒の姿勢と身体の緊張や血流の関係
の把握 68 24.6%

児童生徒の適切な機器利用計画の策定 66 23.9%
単純なスイッチ操作から弁別学習に発展さ
せる方法 60 21.7%

交流及び共同学習へ発展させる方法 43 15.6%
スキャン等を使用した「ワンスイッチによ
る選択」の指導方法 34 12.3%

インクルーシブ教育へ発展させる方法 30 10.9%
その他 13 4.7%

※重複回答あり

4．考察

1）ICT・コンピュータ等の利用教育の実施状況
　「ほとんど身体を動かすことができない重度・重複
障害のある児童生徒」に対して，ICT・コンピュータ
利用教育を実施していると答えた学校は 71.7%，実施
していないと答えた学校は 27.5% であった．実施し
ていない理由として「現在の児童生徒に対する ICT・
コンピュータ等を使った学習指導の必要性がない」だ
けでなく，「利用方法がわからない」，「使用できる教
員がいない」といった問題も指摘された．将来的な利
用については，行いたいと答えた学校は 63.2% で，
行わないと答えた学校は 3 校（3.9%）と少なかったが，
障害に応じた入力機器の未整備，職員の専門性の問題
が指摘された．
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2）ICT・コンピュータ等の利用実践
　重度重複障害のある児童生徒のコンピュータ操作の
方法としては，「1 つのスイッチを使用」が最も多く，
ビッグスイッチ，フレキシブルスイッチ，引っ張りス
イッチ等様々な障害に応じた入力装置使われていた．

「2 つのスイッチを使用して選択」や「1 スイッチを使
用してスキャニングにより選択」も 15% 程度あり，
児童生徒のニーズに合わせて発展した利用が行われて
いることがわかる．また，入力方法単体としてはタッ
チパネル （iPad 等タブレット PC のタッチパネル機能
を含む）が最も多く，安価で軽量で提示デバイスを含
むタブレット PC に期待が持たれている．

3）ICT・コンピュータ等の利用実践の規模
　本調査からわが国の重複障害のある児童生徒の
ICT・コンピュータ等の利用実践は一定水準にあると
考えられる．しかし，その実施の規模は，「個人ベー
スで実施（61.1%）」が最も多く，続いて「研究部／
情報教育部などの校務分掌（21.2%）」「重複障害教育
課程・訪問教育部等（18.7%）」であった．個人ベー
スの場合，転勤等によりその実施の継続が不確かとな
る．自立活動や ICT 活用を担当する校務分掌がある
学校では系統立てた実施が可能と考えられるが，特別
支援学校の教育課程の多様化による予算や専門性の分
散の問題もあり，全ての学校で同水準の実施は困難と
考えられる．

4）ICT・コンピュータ等の利用教育の課題
　ICT・コンピュータ等の利用実践上の課題として，
使いやすいスイッチの選定・調整（63.0%），適切な
課題設定（56.2%），自発的な動きを引き出せる教材・
ソフトウェアの選定・調整（56.2%），適切な教材呈
示方法の工夫（43.5%），コミュニケーションへの発
展（42.4%）興味・関心の拡大（42.0%）が多くあげ
られた．機器導入が進んできた中，「障害者の権利の
条約」で示された「補助的及び代替的な意思疎通の形
態，手段及び様式」について，その品質向上が期待さ
れている．
　これらの課題への対応のためには，大学等専門機関
は学校現場と連携し，よりよいアセスメントや利用計
画の策定，入力機器やソフトウェアの開発，指導方法
について研究をすすめる必要がある．

付記

　本研究の一部は，平成 24 年度～ 26 年度科学研究
補助金（基盤研究（C）：課題番号 . 24531255：研究

代表 . 大杉成喜）「ICT を活用した障害の極めて重い
児童生徒の弁別・コミュニケーション学習の研究」に
より行われた．
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資料：調査紙：
　重度・重複障害のある児童生徒の ICT・コンピュータ利用教
育に関する調査（重度・重複障害または訪問教育課程の ICT
活用・コンピュータ利用教育担当の先生がお答え下さい）
   
　本調査は，特別支援学校に在籍する重度・重複障害のある児
童生徒，その中でほとんど身体を動かすことができない重度・
重複障害のある児童生徒（大島分類 1 に該当）の ICT 活用・
コンピュータ利用についてお尋ねするものです．
　以下の質問項目について（　　）もしくは選択の番号に〇を
つけて回答をお願いいたします．

Ⅰ　あなたの学校では，重度・重複障害のある児童生徒の教育
課程を設定していますか．

   
（　）ａ．重度・重複障害のある児童生徒のある児童生徒の教

育課程は設定していない．
（　）ｂ．通学部には重度・重複障害教育課程を設定している

が，訪問教育は実施していない．
（　）ｃ．通学部，訪問教育部ともに重度・重複障害教育課程

を設定している．
（　）ｄ．訪問教育部には重度・重複障害教育課程を設定して

いているが，通学部には設定していない．
（　）ｅ．その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊「ａ．」を選ばれた方はこれで調査は終了です．ご協力あり
がとうございました．

　「ｂ．～ｅ．」を選ばれた方は「Ⅱ」に進んで回答してください．

Ⅱ　あなたの学校では，ほとんど身体を動かすことができない
重度・重複障害のある児童生徒への ICT・コンピュータ等
を利用した教育は行っていますか．

（　）ａ．はい  （　）ｂ．いいえ

＊「はい」とお答えの場合は「1．」へ，「いいえ」とお答えの
場合は「2．」に進んで回答してください．

1．「はい」とお答えの場合
（ア）ICT・コンピュータ等の利用に関する実践（教材研究や

授業）はどの規模で行っておられますか．
（　）ａ．研究部／情報教育部などの校務分掌があり，そこが

中心になって実施している
（　）ｂ．課程・訪問教育部等での実施をベースとしている（校

内全体ではなく重複障害教育課程・訪問教育部等の
主導で実施している）

（　）ｃ．有志のグループで実施している
（　）ｄ．個人ベースで実施している
（　）ｅ．その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（イ）ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障害の
ある児童生徒に対して ICT・コンピュータ等の利用を行って
いる主な理由は次のうちのどれでしょうか．（いくつでも）

（　）ａ．ICT やコンピュータ等を使った児童生徒への学習効
果が高いから

（　）ｂ．教育課程にコンピュータを利用した学習の授業が設
けられているから

（　）ｃ．ICT 活用・コンピュータ利用教育の必要性を感じて
いるから

（　）ｄ．整備計画によりコンピュータ等が配備されているか
ら

（　）ｅ．保護者から「ICT 活用・コンピュータ利用教育」の
要望があるから

（　）ｆ．その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 

（ウ）ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障害の
ある児童生徒に対して，どのような教科・領域で，ICT・コ
ンピュータ等を利用した指導を実施されていますか．またそ
の効果はどうでしょうか．有効に利用されている教科・領域
には○を，有効性がないか使用していない教科・領域には×
を，有効性が不明の教科・領域には？つけてください．自立
活動の内容や教科名が複数ある場合は，複数お書き下さい．

（　）自立活動：活動内容 （　　　　　　　　　　　　　　）　
（　）教科等を合わせた指導
（　）作業学習
（　）日常生活の指導
（　）生活単元学習
（　）教科の指導：教科名 （　　　　　　　　　　　　　　）　
（　）特別活動 （　　　　　　　　　　　　　　）　
（　）総合的な学習の時間 （　　　　　　　　　　　　　　）　

（エ）ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障害の
ある児童生徒が ICT 機器等の操作に用いる際に使用する身
体部位等は次のうちのどれでしょうか．（いくつでも）

（　）ａ．自分の意志で手を使って，スイッチを押す
（　）ｂ．自分の意志で指を使って，スイッチを押す
（　）ｃ．自分の意志で足を使って，スイッチを押す
（　）ｄ．自分の意志で頭を使って，スイッチを押す
（　）ｅ．自分の意志で背中を使って，スイッチを押す
（　）ｆ．自分の意志で口を使って，スイッチを押す
（　）ｇ．自分の意志で舌を使って，スイッチを押す
（　）ｈ．自分の意志でまぶたを使って，スイッチを押す
（　）ｉ．自分の意志で視線を使って，スイッチを押す
（　）ｊ．自分の意志で脳波を使って，スイッチを押す
（　）ｋ．自分の意志で脳血流を使って，スイッチを押す
（　）ｌ．自分の意志で操作できる部位がない／わからない
（　）ｍ．その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（オ）ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障害の
ある児童生徒が ICT 機器・コンピュータ等の操作に用いる
方法は次のうちのどれでしょうか．（いくつでも）

（　）ａ．指を別々に動かしてキーボード等を使用
（　）ｂ．手や指を使ってマウスを思った通りに少しずつ動か

して画面を選択
（　）ｃ．足を使ってマウスを思った通りに少しずつ動かして

画面を選択
（　）ｄ．手や指を使ってジョイスティック等を動かして選択・

操作
（　）ｅ．足を使ってジョイスティック等を動かして選択・操
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作
（　）ｆ．口を使ってマウスを思った通りに少しずつ動かして

画面を選択
（　）ｇ．1 スイッチを使用してスキャニングにより選択
（　）ｈ．2 スイッチを使用してスキャニングにより選択
（　）ｉ．3 スイッチを使用してスキャニングにより選択
（　）ｊ．1 つのスイッチを使用
（　）ｋ．2 つのスイッチを使用して選択
（　）ｌ．3 つのスイッチを使用して選択
（　）ｍ．その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（カ）ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障害の
ある児童生徒が ICT・コンピュータ等を使った学習を行う際，
何を使って操作しますか．（いくつでも）

（　）ａ．キーボード
（　）ｂ．マウス
（　）ｃ．トラックボール
（　）ｄ．トラックパット
（　）ｅ．タッチパネル （iPad 等タブレット PC のタッチパネ

ル機能を含む）
（　）ｆ．ジェリービーンスイッチ
（　）ｇ．ビッグスイッチ
（　）ｈ．フレキシブルスイッチ（全方向スイッチ）
（　）ｉ．引っ張りスイッチ（ひもスイッチ）
（　）ｊ．握りスイッチ（グラスプスイッチ）
（　）ｋ．ポイントタッチスイッチ（静電気スイッチ）
（　）ｌ．ファイバースイッチ（光ファイバースイッチ）
（　）ｍ．傾斜センサースイッチ
（　）ｍ．スプリント（装具）スイッチ （マイクロスイッチ使用）
（　）ｏ．スライドスイッチ
（　）ｐ．ピエゾセンサースイッチ （ひずみセンサースイッチ）
（　）ｑ．ニューマティックセンサースイッチ （空圧スイッチ）
（　）ｒ．振動フィードバックスイッチ
（　）ｓ．枕スイッチ
（　）ｔ．その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（キ）ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障害の
ある児童生徒が使用している教材ソフトウェアで不満な点
がありますか．（いくつでも）

（　）ａ．教材ソフトウェアが簡単すぎる・簡単な傾向がある
（　）ｂ．教材ソフトウェアが難しすぎる・難しい傾向がある
（　）ｃ．教材の提示方法が児童・生徒の実態に合っていない
（　）ｄ．使用できるシンボル等が児童・生徒の実態に合って

いない
（　）ｅ．選択肢の設定が難しい
（　）ｆ．遅延時間や反応時間の設定等や誤操作への対応が難

しい
（　）ｇ．ワンスイッチで使用できる教材ソフトウェアが少な

い
（　）ｈ．使いたい学習内容に合った教材ソフトウェアがない
（　）ｉ．その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　）ｊ．不満はない
＊ありがとうございます．続けて「Ⅲ」以降の質問にお答えく

ださい．

2．「いいえ」とお答えの場合
（ア）ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障害の

ある児童生徒への ICT・コンピュータ等を利用した教育を
行っていない主な理由は次のうちのどれでしょうか．（いく
つでも）

（　）ａ．ICT・コンピュータ等を学習指導に使える教職員が
いない

（　）ｂ．ICT・コンピュータ等を使った学習指導の必要性を
感じていない．

（　）ｃ．ICT・コンピュータ等を使った学習教材を作成する
時間がない．

（　）ｄ．ICT・コンピュータ等をどのように使っていけばよ
いかわからない．

（　）ｅ．その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（イ）将来的に，ほとんど身体を動かすことができない重度・
重複障害のある児童生徒への ICT・コンピュータ等の利用を
行いたいですか？またその理由もお教えください．

（　）ａ．行いたい （　）ｂ．行わない （　）ｃ．わからない
　　　理由（ ）　

＊ありがとうございます．続けて「Ⅲ」以降の質問にお答えく
ださい．

Ⅲ　ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障害のあ
る児童生徒の ICT・コンピュータ等を利用した教育につい
て，課題と考えられることは何ですか？次の中からいく
つでも選んで下さい．

（　）ａ．児童生徒の体調の変化によるスイッチ入力の調整
（　）ｂ．児童生徒の姿勢と身体の緊張や血流の関係の把握
（　）ｃ．児童生徒の適切な課題設定
（　）ｄ．児童生徒の適切な機器利用計画の策定
（　）ｅ．児童生徒の適切な教材呈示方法の工夫
（　）ｆ．児童生徒の興味・関心の拡大
（　）ｇ．児童生徒がより使いやすいスイッチの選定・調整
（　）ｈ．児童生徒の自発的な動きを引き出せる教材・ソフト

ウェアの選定・調整
（　）ｉ．スキャン等を使用した「ワンスイッチによる選択」

の指導方法
（　）ｊ．単純なスイッチ操作からコミュニケーションに発展

させる方法
（　）ｋ．単純なスイッチ操作から弁別学習に発展させる方法
（　）ｌ．交流及び共同学習へ発展させる方法
（　）ｍ．インクルーシブ教育へ発展させる方法
（　）ｎ． その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅳ　ほとんど身体を動かすことができない重度・重複障害のあ
る児童生徒の ICT・コンピュータ等を利用した教育につい
て，この他にご意見等がありましたら，お書きください．

調査へのご協力ありがとうございました．
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